






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































時I¥IR分 区分と教科書巻数 発行年 巻iJの句、性格等 使用者出生年月
第一期国語教科沓 明治37 イエスシ 明治30.4-36.3
J明I羽古
「尋常小学読本J1-8 -42ij'. 1897-1903 
第一期国語教科書 明治43 ハタ タコ コマ 明治36.4-44.3
「尋常小学読本J1-12 一大正 6年 ゆ03-191
第二期j国語教科書 大正 7 ハナハ トマメマス 明治44.4-大正15.3
大正J 明
「尋常/小学国語読本J 一昭和 7年 191-1926 
1-12 
第一期修正図語教科 大正 7 ハタタココマ 明治44.4-
f尋常小学読本J1-12 1日和 12年 191-
第四期国語教科書 昭和 8 サイタサイタサクラガサイタ 大正15.4-昭和9.3
13 「小学国語読本J1-12 -15年 1926-1934 
j!前政羽手目
第五月j国語教科書 昭和16 アカイアカイアサヒアサヒ 1日和9.4-14.3
『ヨミカタJ1・2 -20年 1934-1939 
「よみかた]3.4 (rコトパノ山山 2及)
「初等科国語J1-8 「ことばのおけいこJ1.2は除く
暫定教科書 昭和21年 アカイアカイアサヒアサヒ H百平日9.4-15.3
戦後期手H日
向上 1934-1940 
第六J!lJ国語教科書 昭和22 おはなをかざる みんないいこ 昭和15.4-18.3
「こくごJ1-4 -24年 (昭和2峨定制度発足。) 1940-1943 
f国務J3年上-6年下 本轡li24年度も使用




~ 親子 兄弟 夫婦 祖父母 親族 男女 天皇 皇族 王室 君臣|幸喜 同僚 師弟 友人 敵味方 売買 老若 外国 その他
第一期 18.9 6.3 1 I 2.1 2.1 2.1 8.7 1.4 01 3.1 1.1 01 4.2 10.1 7.4 1.7 4.2 12.6 13 
第一期 10 I 5.3 1.5 1 I 2.5 3.8 5.8 1.9 0.6 10.4 5 I 2.9 1.9 3 I 10.6 2.8 2 I 8.7 20.3 
尋絞 11.7 8.2 2.8 1.8 3.4 3.3 4.2 0.9 0.4 8.4 5.1 5.8 2.4 5.2 7.6 1.4 1.6 7.9 17.9 
国税 14.5 5.4 2.8 2.4 3.2 3.2 2.5 01 1.5 8 I 6.6 3.4 3 I 6.6 6.8 1.6 1.9 6.3 20.3 
第四月l12.8 6.4 2.9 0.8 3.1 4.2 3.9 1.5 01 10.2 5.8 3.8 2.8 4.4 10 I 2.4 0.8 6.2 18 
前五期 12.9 6.1 1.7 1.2 2.8 2.6 4.2 1.6 0.2 10.6 4.7 10.7 2.7 9.6 10.5 0.7 0.8 3.7 12.7 
瞥定 14.4 7.8 3.3 1.7 2.4 4.5 1.2 1.5 0.4 4.4 1 I 6.1 7.8 16.6 1.8 0.2 1.3 1.6 22 












































































































































































































































































































































順1立 明治則 大正期 昭和戦前期 昭和戦後初期
第一即l 第二JU 尋統
第二JQ
第四JVJ 第五!日l 管定教科千F 第六JUJ
国統
l 朝子 18.9 その他却3 その曲 17.9 その弛 203 その他 18.8 その他 13.5 その他 2.0 主人 26.4
2 その他 IJ.O 敵味方 10.6 盟子 11.7 親子 14.5 現子 12.8 組子 12.9 主人 16.6 その他 19.0
3 外 国 12.6 君臣 10.4 君臣 8.4 君臣 8.0 君臣 10.2 同惜 10.7 組 子14.4 組子 15.6
4 友人 10.1 皇子 10.0 兄弟 8.2 敵味方 6.8 敵味方 10.0 君臣 10.6 兄弟 7.8 師 弟 93
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。第期 第期 尋校 国銃 第四期 第五期 暫定 第六期
一+ー父子 55.6 45.2 49.2 57.7 49.7 44.9 48.3 44.2 










































































































































































































































































































































































































































































































































































oL..<>_，.= • v ""OC' 'u一-.-~ 唱 1~li惨期匡た
第一期第二期尋読国護軍四期第五 六期 I Z に 君
すか阜邑
if?12i:i??18語莞!?i
iき2fI5ミ、議E高言品事 多量管
て実 5査記3;E翌日程iL詰ぞ
望者自立号喜子 2i({号務持 謀長ゑ
???:12ii1ii???1i 
[グラフ 5J国定教科書にみられる君臣上下関係
12% 
る
天
皇
の
地
位
が
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
た
た
め
、
あ
る
い
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
影
響
・
±
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
編
集
に
直
接
関
わ
る
具
体
的
な
要
因
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
天
皇
に
つ
い
て
、
そ
の
推
移
を
み
る
と
、
天
皇
が
君
臣
(
引
%
)
よ
り
も
圧
倒
的
上
位
に
あ
っ
た
の
は
『第
一
期
」
(
幻
%
)
の
み
で
、
『第
二
期
」
で
は
逆
転
し
て
君
臣
(
削
%
)
が
多
く
な
り
、
さ
ら
に
大
正
期
に
は
上
官
下
宮
(『尋
読
」
日
%
、
『国
読
」
“
%
)
も
天
皇
(
「尋
読
』
日
%
、
『国
読
』
お
%
)
よ
り
多
く
な
る
。
戦
後
は
さ
ら
に
減
少
す
る
。
し
か
し
天
皇
の
記
載
は
全
く
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
第
二
次
墨
ぬ
り
通
牒
(
一
九
四
六
(
昭
和
一一一)
年
一
月
二
五
日
「
国
民
学
校
後
期
使
用
教
科
沓
削
除
修
正
表
」
)
で
は
、
天
皇
と
の
関
係
を
取
り
上
げ
た
『第
五
期
』
「
一
丁
五
回
道
関
守
」
に
つ
い
て
「取
扱
注
意
(今
は
可
天
皇
制
の
問
題
確
定
後
は
老
雄
す
ご
一
一
h
ト臥一
+
絹
+
宜
一
(集
部
引
用
者
注
)
と
さ
れ
て
い
た
が
、
一
榔
二
ゴ
斗
叶
ゴ
胡
九
四
六
(
昭
和
二
二
年
使
用
開
始
の
以
一
一
7
L
一
J
一
第
寸
4
一
一
一
一
ノ
「
一
一
「
一
一
申
北
『暫
定
』
(口
%
)
か
ら
は
消
え
な
か
っ
た
o
t
一
一
一
〆
一J
一
一
曽
む
一
一
一
一
/
一
戸
一
期
だ
が
、
そ
の
量
は
激
減
し
、
『暫
定
」
の
硝
一
一
一
一
一
プ
一
イ
一
筋
三
丁
三
光
明
皇
后
」
「
七
l
一
二
古
事
記
」
同一
一
一
一
/t
一
醐
白ア
一
一
一
一
一
一
』
一
一
曾
冊
な
ど
、
天
皇
や
皇
后
の
功
績
を
記
す
内
容
都
一
一
一
一
一
一
九
一↑
一
蹴
に
限
ら
れ
る
。
科
一
一
一
一
一
一
三
一
i
教
一
一
一
一
一
一
ビ十
一
頃
上
官
下
宮
と
君
臣
の
二
類
型
の
推
移
を
醍
一
一
一
一
一
一
戸
=
制
み
る
と
、
『第
一
期
」
か
と
第
二
期
』
へ
の
吋
二
二
二
ミ
一紅
修
正
で
ど
ち
ら
も
増
加
す
る
が
、
以
後
は
り
一
一
一
一
一
犬
十
九
一
寸
fz一
一
一
一
一
一
一
第
『暫
定
」
ま
で
、
最
も
多
い
の
は
君
臣
で
あ
る
。
よ。
ω吋
叫
叫
川
引
が
- 89一
両
類
型
の
増
減
を
比
較
す
る
と
、
大
正
期
で
は
、
上
官
下
官
が
増
え
て
君
臣
が
減
る
が
、
昭
和
戦
前
期
で
は
君
臣
が
増
え
て
上
官
下
官
が
減
っ
て
お
り
、
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
、
両
類
型
は
対
照
的
な
変
化
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
上
下
関
係
に
基
づ
く
人
間
関
係
は
、
前
近
代
型
の
組
織
の
成
員
の
関
係
を
中
心
と
し
て
子
ど
も
に
示
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
同
国
定
教
科
書
に
み
ら
れ
る
師
弟
・
友
人
関
係
一
ク
ラ
フ
6
】
は
、
師
弟
と
友
人
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
教
科
書
を
通
し
て
、
友
人
が
師
弟
を
上
回
っ
て
い
る
。
友
人
関
係
は
、
「第
一
期
』
で
は
則
%
だ
っ
た
も
の
が
「第
二
期
」
で
叩
%
と
減
少
す
る
。
こ
れ
以
降
は
大
き
な
変
化
が
な
い
が
(
[
「墨
亘
口
%
、
『国
読
』
“
%
]
↓
『第
四
期
」
糾
%
)
、
そ
の
後
、
『第
五
期
」
で
M
m
%
に
増
加
し
、
戦
後
は
、
『暫
定
」
耐
%
↓
『第
六
期
』
制
%
と
さ
ら
に
増
加
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
師
弟
も
同
様
の
傾
向
を
不
す
が
、
友
人
ほ
ど
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
「第
二
期
」
か
ら
『第
四
期
』
ま
で
、
両
類
型
聞
の
差
は
u
i
M
の
範
囲
に
あ
る
が
、
『第
五
期
」
以
降
に
な
る
と
、
『第
五
期
」
ω
%
↓
『暫
定
』
日
%
↓
『第
六
期
』
川
%
と
、
友
人
が
師
弟
を
大
き
く
上
回
っ
て
増
加
す
る
。
『第一
期
』
に
も
注
目
し
た
い
。
『第
一
期
』
で
は
、
友
人
(
刷
%
)
師
弟
(
川
町
%
)
と
も
、
増
加
傾
向
を
示
し
始
め
る
「第
五
期
」
の
友
人
(%
%
)
師
弟
(幻
%
)
よ
り
頻
度
数
が
多
い
。
四
タ
テ
の
関
係
と
ヨ
コ
の
関
係
次
に
、
A
[
同
僚
+
友
人
]
の
ヨ
コ
の
関
係
と
B
[
天
皇
+
皇
族
+
王
室
+
君
臣
+
上
官
下
宮
]
の
タ
テ
の
関
係
が
教
科
書
に
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
の
か
比
較
を
し
た
。
日
本
社
会
を
特
徴
づ
け
る
タ
テ
社
会
は
、
教
科
書
に
は
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
の
よ
う
に
、
ヨ
コ
の
関
係
と
し
て
は
、
学
齢
期
の
友
人
関
係
、
学
齢
期
以
降
の
同
僚
関
係
が
挙
げ
ら
れ
る
。
タ
テ
の
関
係
に
は
、
天
皇
・
皇
族
を
含
め
た
君
臣
上
下
関
係
が
挙
げ
ら
れ
る
。
A
ヨ
コ
の
関
係
[
同
僚
+
友
人
]
B
タ
テ
の
関
係
[
天
皇
+
皇
族
+
王
室
+
君
臣
+
上
官
王
宮
]
各
期
の
推
移
を
み
る
と
、
ヨ
コ
の
関
係
は
、
『第
一
期
』
刷
%
↓
『第
二
期
」
臼
%
↓
大
正
期
[
「尋
読
』
川
%
|
『国
読
」
的
%
]
↓
『第
四
期
」
幻
%
↓
『第
五
期
」
加
%
↓
「暫
寸
斗
|
寸
寸
」
期
{
正
初
%
↓
『第
六
期
」
別
%
で
あ
る
。
ま
た
一
プ
一
一
V
京
タ
テ
の
関
係
は
、
『第
一
期
』
削
%
↓
『第
三
官
一
一
イ
一
玩
一
駐
期
』
初
%
↓
大
正
期
[
『尋
読
』
削
%
「国
湘
一
一
K
¥
一
一
瑚
註
断
%
]
↓
『第
四
E
M
%
↓
『第
五
型
国
一
一
一一/ι
一腕
川
%
↓
『暫
{
亙
幻
%
↓
「第
六
期
』
日
%
で
と
一
一
」
『
一知
配
る
。
そ
の
推
移
を
グ
ラ
フ
化
し
て
表
し
た
の
鵬
一
一
才
一
一
臨
が
{
グ
ラ
フ
7
】
で
あ
る
。
間
一
一一
↑
』
一
読
ι:
一
一
『
4
4
一
司専
「第
一
期
」
か
ら
『第
五
期
」
の
昭
和
戦
前
期
9
一
一
斗
7
一期
ま
で
は
、
タ
テ
の
関
係
が
ヨ
コ
の
関
係
を
上
回
打一一
一
戸
↑
¥
一昨
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
後
期
に
は
逆
転
し
て
、
ラ
一
一
一
一
三
一ト
暗ノ
一。
ri
l-
↑t
a
i
l
r
i
l
l卜
1
1」
4
5
ヨ
コ
の
関
係
が
タ
テ
の
関
係
を
上
回
る
よ
う
に
[
守
的
初
m
m
o
- 90一
な
る
。
戦
後
の
教
育
襲
来
が
如
実
に
現
れ
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ヨ
コ
の
関
係
が
最
も
低
い
の
は
、
『第
二
期
』
で
臼
%
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
タ
テ
の
関
係
は
、
『
第
二
塑
が
最
も
高
く
す
で
、
雪
崩
」
が
最
も
低
く
日
%
と
な
っ
て
い
る
。『
第
四
期
』
で
む
%
だ
っ
た
ヨ
コ
の
関
係
は
、
『第
五
期
』
で
加
%
と
急
激
に
増
加
し
、
タ
テ
の
関
係
と
接
近
し
て
い
る
。
『第
五
期
」
は
、
戦
時
体
制
下
に
あ
っ
た
国
民
学
校
期
の
教
科
書
で
あ
る
が
、
人
口
の
水
平
移
動
が
一
層
進
み
、
ラ
ジ
オ
の
普
及
に
よ
る
情
報
伝
達
の
変
化
な
ど
、
明
治
以
来
の
近
代
型
社
会
が
変
革
し
つ
つ
あ
る
時
代
状
況
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で
は
、
タ
テ
の
関
係
が
重
視
さ
れ
、
昭
和
戦
後
期
は
ヨ
コ
の
関
係
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『第
五
期
』
は
、
そ
の
過
渡
期
に
あ
る
。五
子
ど
も
の
教
育
の
場
の
変
化
に
み
ら
れ
る
特
徴
一一
丁
一二
、
コ
T
四
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
諸
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
子
ど
も
の
社
会
化
は
、
伝
統
的
に
血
縁
を
中
心
と
し
た
集
団
(
組
織
)
を
中
心
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
は
、
学
校
が
そ
の
役
目
を
担
う
よ
う
な
編
修
で
あ
る
。
②
『
第
一
期
』
か
ら
『第
二
期
」
の
修
正
に
お
い
て
、
昭
和
戦
前
期
ま
で
の
特
徴
で
あ
る
家
族
親
族
と
君
臣
上
下
の
集
団
(
組
織
)
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
社
会
化
を
促
す
と
い
う
傾
向
が
特
徴
づ
け
ら
れ
た
。
①
戦
後
は
、
天
皇
を
含
む
君
臣
上
下
の
集
団
(
組
織
)
を
中
心
と
し
た
関
係
は
大
幅
に
減
少
し
、
そ
の
価
値
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
く
な
る
。
④
『
第
五
期
』
は
、
戦
前
期
の
君
臣
上
下
の
集
団
(
組
織
)
を
重
視
す
る
傾
お向
けを
る示
人し
聞な
寝て
をも
2襲
げ踊
る』二
1閣つ
同か
をか
内る
在数
し香
てめ
売T
-し
て
の
学
校
四
考
察
と
課
題
四
|
一
考
察
人
間
関
係
の
視
点
か
ら
教
科
書
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
明
ら
か
に
な
っ
た
各
期
の
教
科
書
に
お
け
る
人
間
関
係
の
現
れ
方
の
特
徴
を
以
下
に
ま
と
め
た
。
一
『
第
一
期
』
か
ら
『
第
二
期
』
へ
の
修
正
で
、
人
間
関
係
の
現
れ
方
の
基
本
が
ほ
ぼ
で
き
て
、
こ
の
傾
向
は
、
戦
後
、
『暫
定
』
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
継
承
さ
れ
る
。
戦
前
の
人
間
関
係
の
お
け
る
価
値
文
脈
は
、
『第
一
期
」
か
ら
「第
二
期
』
の
修
正
で
作
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
具
体
的
に
は
、
血
縁
の
重
視
、
タ
テ
の
関
係
の
重
視
、
父
子
関
係
の
重
視
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二
こ
の
傾
向
に
変
化
が
み
ら
れ
る
の
は
、
太
平
洋
戦
争
の
緊
迫
化
す
る
中
で
刊
行
さ
れ
た
『第
五
期
』
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
母
子
関
係
の
重
視
、
ヨ
コ
の
関
係
の
重
視
、
学
校
に
お
け
る
人
間
関
係
の
重
視
へ
の
転
換
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
。
三
戦
後
は
、
人
間
関
係
の
現
れ
方
に
大
き
な
転
換
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
た
価
値
文
脈
で
教
科
書
編
修
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
天
皇
を
含
め
た
君
臣
上
下
関
係
の
排
除
、
教
育
の
場
と
し
て
の
学
校
に
お
け
る
人
間
関
係
の
重
視
、
君
臣
上
下
関
係
と
切
り
離
し
た
ヨ
コ
の
関
係
の
雷
窺
で
あ
る
。
『第
二
期
』
で
特
徴
づ
け
ら
れ
、
戦
前
期
ま
で
'謹枕
す
る
一
の
傾
向
を
底
流
で
方
向
づ
け
た
の
は
、
次
に
示
し
た
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
」
(
以
下
、
教
育
勅
語
と
表
記
)
の
理
念
で
あ
る
。
整
月
二
関
ス
ル
塁
間
(
明
治
二
三
年
十
互
干
日
)
朕
惟
フ
ニ
我
カ
皇
租
皇
宗
国
ヲ
肇
ム
ル
コ
ト
宏
遠
ニ
徳
ヲ
樹
ツ
ル
コ
ト
深
厚
ナ
リ
我
カ
臣
民
克
ク
忠
ニ
克
ク
孝
二
億
兆
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
世
世
厭
ノ
美
ヲ
済
セ
ル
ハ
此
レ
我
カ
閲
体
ノ
精
華
ニ
シ
テ
教
育
ノ
淵
源
亦
実
ニ
此
ニ
存
ス
爾
臣
民
父
母
ニ
孝
ニ
兄
弟
ニ
友
ニ
夫
婦
相
和
シ
朋
友
相
信
シ
恭
倹
己
レ
ヲ
持
シ
霊
薬
ニ
及
ホ
シ
学
ヲ
修
メ
業
ヲ
習
ヒ
以
テ
智
能
ヲ
啓
発
シ
徳
器
ヲ
成
就
シ
進
テ
公
益
ヲ
広
メ
世
務
ヲ
開
キ
常
ニ
国
憲
Z亙
シ
国
法
ニ
遵
ヒ
一
旦
緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
ニ
奉
シ
以
テ
天
壌
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ヘ
シ
是
ノ
如
キ
ハ
独
リ
朕
カ
忠
良
ノ
臣
民
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
又
以
テ
爾
祖
先
ノ
遺
風
ヲ
顕
彰
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
斯
ノ
道
ハ
実
ニ
我
カ
皇
祖
皇
宗
ノ
遺
訓
ニ
シ
テ
子
孫
臣
民
ノ
倶
ニ
遵
守
ス
ヘ
キ
所
之
ヲ
古
今
ニ
通
シ
テ
謬
ラ
ス
之
ヲ
中
外
ニ
施
シ
テ
惇
一
フ
ス
朕
爾
臣
民
ト
倶
ニ
拳
々
服
麿
ン
テ
成
其
徳
ヲ
一
ニ
セ
ン
コ
ト
ヲ
府
幾
フ
明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日
御
名
御
璽
「
我
カ
臣
民
」
「
爾
臣
民
」
「
朕
カ
忠
良
ノ
臣
民
」
「
子
孫
臣
民
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
国
家
主
義
の
臣
民
塾
育
の
理
念
が
貫
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
父
母
」
「
兄
弟
」
「
夫
婦
」
「
朋
友
」
と
い
っ
た
主
な
人
間
関
係
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
徳
目
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
教
育
勅
語
を
否
定
し
、
三
の
傾
向
を
方
向
づ
け
た
の
は
、
「
教
育
基
本
法
」
で
あ
る
。
敗
戦
後
の
わ
が
国
の
日
本
国
憲
法
の
精
神
と
理
念
の
実
現
を
目
指
し
た
教
育
理
念
と
し
て
立
法
化
さ
れ
た
。
わ
ず
か
十
一
条
の
構
成
で
は
あ
る
が
、
教
育
の
目
的
、
方
針
、
機
会
均
等
、
義
務
教
育
、
男
女
共
学
、
学
校
整
同
、
社
会
教
育
、
政
治
教
育
、
宗
教
教
育
、
教
育
行
政
の
各
事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
原
理
を
規
定
し
て
い
る
。
敵
味
方
や
君
臣
関
係
の
排
除
な
ど
、
戦
後
の
教
科
書
編
修
に
大
き
な
転
換
が
な
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
挙
げ
た
前
文
に
は
「
民
主
的
で
文
化
的
な
国
家
」
の
建
設
や
「
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、
真
理
と
平
和
を
希
求
す
る
人
間
」
の
育
成
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
整
豆
丞
本
法
(
一
九
四
七
(
昭
和
二
十
二
)
年
一
一
一
月
三
十
一
日
)
わ
れ
ら
は
、
さ
き
に
、
日
本
国
憲
法
を
確
定
し
、
民
主
的
で
文
化
的
な
国
{
季
乞
建
設
し
て
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
福
祉
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
決
意
を
示
し
た
。
こ
の
理
想
の
実
現
は
、
根
本
に
お
い
て
教
育
の
力
を
ま
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
ら
は
、
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、
真
理
と
平
和
を
希
求
す
る
人
間
の
育
成
を
期
す
る
と
と
も
に
、
普
遍
的
に
し
て
し
か
も
個
性
ゆ
た
か
な
文
化
の
創
造
を
め
ざ
す
教
育
を
普
及
種
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
則
り
、
教
育
の
目
的
を
明
示
し
て
、
新
し
い
日
本
の
教
育
の
基
本
を
確
立
す
る
為
、
こ
の
法
律
を
制
定
す
る
。
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分
析
の
視
点
を
人
間
関
係
に
置
い
た
今
回
の
分
析
で
得
た
各
期
の
教
科
書
の
特
徴
は
、
必
ず
し
も
先
行
研
究
や
当
該
教
科
書
使
用
当
時
の
整
再
現
場
の
批
評
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ま
で
教
科
書
編
修
上
、
語
法
主
義
に
陥
っ
た
無
味
乾
燥
な
教
科
書
と
-
評
価
さ
れ
て
い
る
『第一
期
』
に
注
目
し
た
い
。
『
第
一
期
』
の
特
徴
で
あ
る
君
臣
上
下
の
関
係
よ
り
も
学
校
に
お
け
る
人
間
関
係
を
重
視
す
る
傾
向
は
、
昭
和
戦
後
期
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
軍
国
主
義
的
、
国
家
主
義
的
色
彩
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
教
科
書
と
さ
れ
て
き
た
「
第
五
期
』
に
も
、
戦
後
期
の
教
科
書
に
つ
な
が
る
ヨ
コ
の
関
係
を
重
視
す
る
人
間
関
係
の
取
り
上
げ
方
が
な
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
に
と
っ
て
従
来
と
は
異
な
る
傾
向
を
持
つ
人
間
関
係
の
切
り
結
び
方
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
四
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
持
つ
普
遍
的
な
問
題
本
研
究
で
得
た
数
値
と
傾
向
は
、
量
的
分
析
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
教
科
書
に
現
れ
た
人
間
関
係
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
持
つ
普
遍
的
な
問
題
と
し
て
次
の
二
点
を
挙
げ
る
。
一
一
人
の
人
間
が
、
社
会
的
な
役
割
に
応
じ
て
、
複
数
の
対
人
関
係
を
切
り
結
ん
で
い
る
こ
と
。
二
対
人
関
係
が
集
合
し
て
形
成
さ
れ
る
集
団
(
組
織
)
は
、
子
ど
も
の
社
会
化
を
促
す
場
と
な
る
が
、
そ
の
取
り
上
げ
方
の
比
重
の
差
異
は
時
代
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
場
の
問
題
で
あ
る
。
場
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
主
体
同
士
が
作
り
上
げ
る
空
間
で
あ
り
、
そ
こ
に
生
ま
れ
る
状
況
の
脈
絡
を
意
味
す
る
。
子
ど
も
た
ち
は
日
々
の
生
活
の
中
で
、
例
え
ば
、
あ
る
者
は
親
に
対
し
て
は
子
で
あ
り
、
妹
に
対
し
て
は
兄
で
あ
る
と
い
っ
た
ふ
う
に
、
対
人
関
係
を
多
重
に
成
立
さ
せ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
関
係
に
お
い
て
、
個
の
レ
ベ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
形
成
す
る
。
同
様
に
、
後
者
の
集
団
も
ま
た
個
と
個
が
複
雑
に
絡
み
合
う
集
団
(
組
織
)
レ
ベ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
形
成
す
る
。
戦
前
期
ま
で
の
教
科
書
で
は
、
集
団
(
組
織
)
レ
ベ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
は
、
主
と
し
て
家
族
親
族
や
君
臣
上
下
関
係
に
あ
っ
た
。
家
族
親
族
は
私
的
な
場
を
、
君
臣
上
下
は
公
的
な
場
を
子
ど
も
に
提
供
し
た
。
戦
後
の
教
科
書
で
は
、
こ
れ
ら
に
替
わ
っ
て
学
校
が
そ
の
比
重
を
大
き
く
増
や
し
た
。
個
の
レ
ベ
ル
で
最
も
多
く
現
れ
る
類
型
は
、
『第
二
期
」
と
戦
後
を
除
く
と
親
子
関
係
で
あ
る
。
戦
後
は
そ
れ
が
友
人
関
係
と
逆
転
す
る
。
親
子
関
係
に
も
父
子
関
係
の
重
視
か
ら
母
子
関
係
の
重
視
へ
と
変
化
が
み
ら
れ
る
。
ム
誌
は
、
教
科
書
本
文
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
に
お
い
て
、
関
係
が
作
り
だ
す
場
に
注
目
し
た
い
。
教
科
書
に
現
れ
る
登
場
人
物
同
士
の
関
わ
り
合
い
が
作
り
出
す
場
に
は
、
ど
の
よ
う
な
人
間
関
係
の
あ
り
方
が
み
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
際
に
ど
の
よ
う
な
言
語
の
運
用
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
質
的
な
分
析
を
加
え
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。
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注
)
一.
質
的
分
析
は
、
「
第
一
期
』
と
「
第
二
期
』
を
「
明
治
則
国
定
国
語
教
科
宙
に
み
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
の
特
徴
」
(
「
日
本
教
科
教
育
学
会
誌
」
第
二
六
巻
第
二
号
.
二
O
O
三
・
五
九
1
六
八
頁
)、「
号
己
と
「
国
読
』
を
「大
正
期
国
定
国
語
教
科
書
に
み
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
特
徴
|
「
尋
常
小
学
読
本
(
修
正
ハ
タ
タ
コ
本
ご
と
国
定
第
三
期
「
岬
時
国
語
読
本
(
ハ
ナ
ハ
ト
本
ご
と
の
比
較
」
l
」
(「早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
紀
要
別
冊
」
第
十
吾
{
二
二
O
O
三
.
三
五
1
凶
六
頁
)、「
大
正
期
固
定
図
布
教
科
告
に
み
ら
れ
る
コ
ミユ
ニ
ケ
l
シ
ヨ
ン
教
育
の
特
徴
上
国
定
第
二
期
修
正
「
尋
常
小
学
読
本
」
と
国
{
禁
断
一
二
期
「
持
国
霊
堂
」
と
の
比
較
」
(
「
早
稲
田
大
慾
夫
学
院
教
育
学
紀
ヂ
バ
別
冊」
第
十
一
号
{
二
、
二
O
O
四
.
掲
載
予
定
)
、
『
第
四
期
』
と
『
第
五
期
』
を
「
昭
和
前
期
国
定
国
務
教
科
瞥
に
み
ら
れ
る
人
間
関
係
|
第
四
期
(
サ
ク
ラ
読
本
)
か
ら
第
五
期
(
ア
サ
ヒ
読
本
)
へ
|
」
(
『
早
稲
田
大
学
国
語
教
育
研
究
』
第
二
三
集
.
二
O
O
三
.
八
十
1
九
二
頁
)
に
ま
と
め
た
。
二
.
教
科
告
の
本
文
は
、
大
正
期
「
尋
常
小
学
読
本
』
は
、
早
稲
田
大
学
千
庄
文
庫
所
蔵
、
筑
波
大
学
所
蔵
『
塁
常
小
学
読
本
』
(
全
て
初
版
本
)
に
、
叫
四
又
疋
教
科
告
は
中
村
紀
久
二
監
修
「
文
部
省
著
作
暫
定
教
科
書
(
国
民
学
校
用
)
』
全
三
巻
.
大
空
社
.
一
九
八
四
.
に
、
そ
の
他
は
す
べ
て
海
後
宗
臣
編
「
日
本
教
科
書
大
系
近
住
編
第
六
1
九
巻
(
国
語
一
一
一
1
六
)
』
講
談
社
.
一
九
六
一
一一1
一
九
六
回
.
に
よ
る
。
三
片
上
宗
二
『
日
本
社
会
科
成
立
史
研
究
』
風
間
書
房
・
一
九
九
三
・
二一
七
頁。
吉
田
裕
久
「
戦
後
初
期
国
語
教
科
瞥
史
研
究
|
鎧
ぬ
り
・
暫
定
・
固
定
・
検
定
|
』
風
間
書
-一房
.
二
O
O
一
.
=
一
五
1
一
三
五
一馬
四
「
国
語
教
育
資
料
第
二
巻
教
科
書
史
』
東
京
法
令
出
版
.
一
九
八
一
、
中
村
紀
久
二
「
国
定
教
科
書
の
歴
旦
(
覆
刻
固
定
教
科
書
(
国
民
学
校
期
)
解
説
』
ほ
る
ぷ
出
版
.
一
九
八
二
.
四
頁
)
及
び
国
民
教
育
研
究
所
縞
「
教
科
替
問
題
|
今
日
の
焦
点
と
そ
の
歴
史
|
』
労
働
旬
報
社
.
一
九
八
一
.
を
参
考
に
作
成
し
た
。
五
.
久
米
昭
元
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
主
な
領
域
」
橋
本
満
弘
・
石
井
敏
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
入
門
』
桐
原
書
庖
.
一
九
九
三・
二
五
1
五
三
頁
。
岡
部
朗
一
『異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
有
斐
閣
.
一
九
八
七
.
三一一
1
三
四
頁
。
唐
浮
富
太
郎
『
教
科
書
の
歴
史
』
創
文
社
・
一
九
五
六
.
本
稿
で
は
集
団
と
組
織
、
レ
ベ
ル
と
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
区
別
は
し
な
い
。
六
両
教
科
書
の
使
用
状
況
で
あ
る
が
、「
尋
読
』
は
東
京
・
栃
木
震
知
・
広
島
・
山
口
・
長
崎
・
熊
本
の
一
府
六
県
で
、
『
国
読
』
は
全
菌
各
府
県
の
三
分
の
二
以
上
で
採
用
さ
れ
、
言
明
正
を
採
用
し
た
県
も
次
第
に
「
国
産
に
界
各
史
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
奥
田
真
丈
『
教
科
教
育
百
年
史
』
態
吊
社
.
一
九
八
五
二
六
六
頁
。
七
.
『
円安
V
単
位
、
第
一一
一
期
の
「
図
説
』
及
び
第
四
期
『
サ
ク
ラ
読
本
』
編
修
の
1X部
省
内
の
扱
い
は
第
二
期
の
修
正
で
あ
っ
た
。
井
上
越
・
古
田
東
朔
「
回
定
数
科
瞥
編
集
二
十
五
年
』
武
蔵
野
沓
院
.
一
九
八
四
.
一
九
頁
。
八
・
久
保
他
三
名
「
現
代
教
育
史
事
典
』
東
京
瞥
籍
.
二
O
O
一
.
八
1
一
頁。
九
.
江
木
千
之
「
教
育
勅
語
の
燥
発
」
国
民
教
育
奨
励
会
編
「
教
育
五
十
年
史
』
民
友
性
一
九
二
二
.
一
五
七
耳
十
.
尾
形
裕
康
「
日
本
教
育
通
史
研
究
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
.
-
二
八
一
真。
一
九
八
0
.
二
六
九
付
記
本
稿
は
、
第
一
二
五
回
早
稲
図
書
子
国
語
教
育
円
玄
耳
(二
O
O
三
年
四
月
二
六
日
)
で
発
表
し
た
内
容
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
茨
城
県
立
多
賀
高
等
学
校
・
茨
城
大
尚
子
非
常
勤
講
師
)
- 94一
